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希有な例といえる。そして、全国の止水

域に生息するブラックバスは、人が自ら

の価値観や利害だけで生物の優先順位を

決め、生態系を左右するはめになったこ

とに対する反省材料として見えてはこな

いだろうか。

　最近、北アメリカ原産でブラックバス

と近縁種のコクチバスの生息が桧原湖、

小野川湖、野尻湖に続いて琵琶湖でも生

息を確認されたそうである。侵入経路に

ついてはいろいろと言われているが、鑑

賞魚として輸入されたものが何らかの原

因で広まったといわれる。この、何らか

の原因については、私個人の見解とし

て、釣り人の手が加わっていることは間

違いないと考えている。

　今後、「勝手な放流をしたのは一部の

釣り人だ」というような言い訳がどこま

で通じるのか。連帯責任というのではな

いが、ブームを煽ってきた釣りに関連す

るメディア、そして私も含めた全ての釣

り人が考えなければいけない問題である。

　水域に生きる魚たちは人の享楽のため

だけに生きているのではなく、またブ

ラックバスもその例外ではないのだから。

　（大阪支社自然環境調査室・福田宏）

　私が釣りを始めた十数年前は、ちょ

うどブラックバスが日本産淡水魚類を

食い荒らす害魚としてマスコミに大き

く取り上げられていた頃であり、琵琶

湖では「ブラックバス撲滅運動」という

大規模な駆除が始まった頃である。ま

た同時に、そういった動きの一方で、釣

りの専門誌では「在来の淡水魚が減少

したのは本当にブラックバスだけのせ

いなのか？」「自然環境の悪化が原因で

はないのか？」という反論の記事が毎

号のように掲載されていた。ただ、今思

うと、この反論には釣り人側の「ブラッ

クバスが減ったら楽しい釣りができな

くなる」といったエゴも含まれていて、

一部を除いては冷静さに欠けるものが

ほとんどであったように思う。

　人がある生物に対して好き嫌いを判

断する時、「美しい」「格好よい」「おい

しい」等様々な基準があると思う。ブ

ラックバスの場合、「釣って楽しい」と

いう点で釣り人は魅了され、無計画な

個人による放流が相次いでしまった。

このことは、日本において帰化種が分

布拡大した例の中では、「人が欲求を満

たすため」という目的の点できわめて

　蒸し暑い真夏の昼下がり、一面にヒ

シの葉が広がる野池にたったひとりで

立ち込んでいる。片手にルアー用の釣

り竿。ズボンのポケットにはいくつか

のルアーやオモリ。ウエーダーを履か

ずに、ジーパンとスニーカーの出で立ち

で膝の上まで水に浸かっているあたりは

正気の沙汰とは思えない。私の中学時代

の姿である。

　自然に関わり始めるきっかけは、人

によって様々である。ある人はバード

ウォッチングであり、またある人は淡

水魚の採集や飼育だったりするが、私

の場合、それがブラックバスを対象に

したルアー釣りだった訳である。そし

て、この魚に関する一連の害魚問題

は、生物に対する価値観について深く

考えさせられるきっかけでもあった。

　ブラックバスは北アメリカ原産の肉

食魚であり、日本への移入は1925年に

芦ノ湖へ放流されたのが最初である。

移殖当初、この魚はその貪欲な肉食性

のため、芦ノ湖以外への持ち出しが禁

止されていたにもかかわらず、戦後50

年のうちにほぼ日本全国に生息域を広

げてしまった。生息域の拡大について

は、ブラックバスの旺盛な繁殖力に加

え、釣り人による無計画な放流が主な

原因とされている。

ブラックバス
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ニーズと実学

 私は、クォーツ式の腕時計を使って

います。「クォーツ」とは鉱物の「石

英」のことで、クォーツ式の腕時計

は、石英に電流を流すと一定の周期で

振動する現象を応用している、という

話を聞いたことがあります。この現象

を腕時計に応用するというアイデアを

思いついた人には、毎日ネジをまき直

す面倒から解放されたい、という要求

（ニーズ）があったのかもしれません。

しかしながら、ニーズだけでは腕時計

になるべくはずもなく、直径２、３cm、

厚さ数mmの小さな空間のなかに、メ

カニズムを凝縮するための様々な技

術、工夫があったことは、疑う余地も

ないことでしょう。

　上記は腕時計の例ですが、他の工業

製品に目を向けてみても、物理学や化

学等の基礎科学と、ニーズの間には、

基礎科学で発見された現象・法則を

ニーズに即してアレンジしていくため

の、工学、理工学といった技術・工夫

の実学の分野が介在しているのです。

　さて、我々が携わる生物調査とそれ

に関連する業務ではどうでしょうか？

　私の考えでは、基礎科学、実学、

ニーズのうち、特に実学の分野が弱い

ように思えてなりません。

　学会誌や文献に紹介されている知見

のなかには、即、業務に応用可能な研

究事例は稀で、業務遂行に際しては、

調査者の経験やカン、関連分野の科学

的知見と業務を結びつけるヒラメキな

どが重要な位置を占めているように思

えます。

　ここでは、私が業務を通じて実感し

た実学的研究の不足と、そこから出発

した実学的な研究の一例と、さらにそ

の成果がどのようにニーズに反映され

得るか、ということを御紹介したいと

思います。

?

　私は以前、雑木林が主体をなす都市

公園の植生管理計画を策定する業務に

携わっていました。雑木林の植生管理

土壌硬度と植物の関係

低
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層
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繁
茂
状
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植
被
率)

土壌の固まり具合( 土壌硬度)

図１　低木層の繁茂状況と土壌の固まり具合の関係の概念図

＊ 1)｢市民による里山の保全 ・ 管理｣(重松

      敏則  1991/ 信山社サイテック)

＊ 2)｢武蔵野台地におけるコナラ二次林の

林床植生と土壌硬度の関係｣ ( 根本

淳 ・ 養父志乃夫 1997/ ランドス

ケープ研究 60(５)）
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については、萌芽更新の先行事例があ

るほか、管理手法についてはかなり詳

細に確立されています （＊1）。しかし

ながら、業務対象地には、公園である

ために多くの人が立ち入った結果、土

壌が固まり、草本層が裸地化した箇所

があったり、オオバコ、カタバミ等、

踏み跡に頻出し、踏圧を受けていない

雑木林には通常は見られない種が生育

する箇所が見られるなど、雑木林とし

ては、不健全な状況にあり、既存の知

見の応用のみでは、満足する結果が得

られないことは明白でした。

　早速、踏圧を受けた雑木林の林床植

生回復手法が述べられている文献を捜

してみたものの、回復手法はおろか、

雑木林での土壌の固まり具合と植物の

関係を調べた資料すらも、皆無に近い

状況でした。

　つまり、既存の雑木林を公園や公開

緑地に供する事例が増えているにも拘

わらず、人の立ち入りによって土壌が

固まることと植物の関係は研究されて

いなかったのです。この点について

は、私は以前から少なからず関心を

もっており、わずかながらも未発表

データを所有していました。先行発表

がなされていないことに驚くととも

に、ならば自分でまとめてみようと思

い立つことになりました。

　公園・公開緑地に供された林を含む、

東京都・武蔵野地域で調査した手持ち

の未発表データを解析したところ、 　

　①低木類が繁茂した林内ほど土壌は

　固まっていない(図１) 　　　　　

　②低木類が繁茂していない林内では、

　土壌の固まり具合が強くなるにつれ、

　草本層の繁茂状況、高さ、種数が急

　速に減少する(図２)

などの事項が明らかになりました。 　

応用的な側面を想定すると、 多数の人

の立ち入りが想定される公園や公開緑

地に供された雑木林おいては、 ①から

導出されることがらとして、低木を刈

りすぎると（主に人の立ち入りによっ

て）土壌は固まることになります。さ

らに②から導出されることがらとし

て、土壌が固まることが過度に及ぶと

草本層は急激に破壊されます。

　したがって多数の人の立ち入りが想

定される公園や公開緑地の林床植生管

理を策定する際には、低木類を刈り払

うと草本層が破壊される可能性がある

ことを念頭におかなければなりません。

　上記成果は、会社の全面的な支援の

もとに論文 （＊ 2）としてまとめたの

ですが、植物を専門に調査している人

にとっては、経験とカンから簡単に想

像できる内容であり、物足りないかも

しれません。しかしながら、こうした

実学的な研究の成果の共有化は非常に

意義のあることと考えます。

　「研究」というと、肩が凝りそうな響

きですが、「ありそうでないデータ」、

「必要なのにないデータ」を調べるだけ

でも、なにかしらに応用可能な実学的

な研究となるように思います。

　　　（本社自然環境調査室・根本淳）

?
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図２　低木の繁茂していない林内の草本層の状況と土壌の固まり具合の関係の概念図

?

▼踏圧が低い林床。 草本の生育量が多い ▼踏圧が高い林床。 草本の生育量はほとんど見られない
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………… 両生類 …………

■両生類・爬虫類はみなさんご存知の

通り、冬は冬眠してしまいます。従っ

て調査は、両生類・爬虫類が活動する

春、夏、秋に行うのが一般的です。時

には越冬している個体を探すこともあ

りますが、特に両生類の調査では、春

から夏にかけて、繁殖のため水場に集

まってくるので、春の調査は欠かせま

せん。通常確認が困難なサンショウウ

オ類も卵嚢や幼生、産卵時期と重なれ

ば成体の確認も可能です。しかしなが

ら、両生類の繁殖期はそれぞれの種

や、その地域の気候などで差があるた

め、調査適期を見極める能力が要求さ

れます（このへんは調査者の経験がも

のを言うところであります）。‥‥‥

秋の調査で、両生類の繁殖場所になり

そうなよい水場を見つけ、春に再び現

場へ行ってみると、水が干上がってい

たり、ブルトーザーが走り回ってい

た、なんてこともありましたが‥‥‥

　で、調査時期を設定した後に調査に

入るわけですが、現場では、調査範囲

内の両生類・爬虫類がいそうな場所

（繁殖場所、餌場、隠れ場所等）を踏査

し、生体や死体、脱皮殻（爬虫類）、卵

（両生類の卵塊、卵嚢）等の目視確認

や、カエル類の鳴き声の聞き取りによ

り調査を行います。

　簡単に書きましたが、両生類・爬虫

類の調査では、「調査時期」と「調査場

所（現場でどこを踏査するか）」の二つ

をしっかりと押さえておくことが重要

です。これらを踏まえたうえで、以下

に両生類・爬虫類それぞれの調査のポ

イントを記します。

　前述しましたが、両生類の調査時期

で最も重要なのは繁殖期となる春から

夏です。両生類は繁殖期になると水場

（主に水田や水たまり等の止水環境）

に集まるため確認が容易で、この時期

の調査だけでその地域の種相をほぼ把

握することができます。ここでは特に

多くの種が繁殖期を迎える春について

述べます。しかしながら「春」の調査

時期の設定は難しく、その地域の種相

や気候等を考慮に入れ、調査適期を見

極める能力が要求されます。種によっ

て繁殖期が早春であるものや、晩春で

あるものなどがおり、春だけでも２～

３回調査に入ることもあります。

　で、実際に現場へ行って調査をする

わけですが、とりあえず地形図を拡げ

て水田や谷筋等の水がありそうな場所

へ足を運びます。水場があったらその

周辺をくまなく踏査し、成体や幼生、

卵塊、卵嚢等の確認に努めます。卵の

確認の際、比

較的人の目に

付きやすい場

所に卵塊を産

んでくれる種

はいいのです

が、トウキョ

◆◆

種名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９月

アズマヒキガエル

アマガエル

ニホンアカガエル

トウキョウダルマガエル

◆ ◆

◆ ◆

◆ ◆

産卵場

池 ・沼 ・水たまり

水田等の浅い止水

日当たりのよい止水、 水田 ・湿原 ・池

水田や水の中などの止水中 ・流れの緩やかな小河川

↓表【カエル類の産卵時期と産卵場の例】

ウサンショウウオなどは、岸の水際部

分がえぐれた場所や、底に堆積した落

ち葉の裏側等に卵嚢を産み付けること

もあるため、このような場所があった

ら実際に手を突っ込んだりして卵嚢を

探します。

　この他、死体や鳴き声（カエル類）も

確認の対象になります。鳴き声を確認

するために、必要に応じて夜間調査を

………… 爬虫類 …………

行うこともあります。

　爬虫類調査の場合、特に時期にこだ

わるということはありません。天気が

良く、暖かい日であれば、大抵開けた

場所に出て日光浴をしているので、確

認は比較的容易です（ちなみに雨の日

両 生類

爬 虫類

調 法査

↑図【両生類等の調査ポイントの例】
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は物陰に隠れてしまうため、確認は困

難です）。しかしながらヘビ類などは遭

遇率が低いので、これを補うために、ひ

たすら歩かなくてはなりません。この

際、ただ闇雲に歩くのではなく、餌場や

隠れ場所になりそうなところを重点的

に歩きます。餌場としては両生類が集

まる水場があげられます。水田の畔の

上などは見落とせない場所です。また、

隠れ場所としては、岩の隙間や、倒木の

下の隙間等があり、確認例が少ないと

きなどは、これらを一つずつひっくり

返しながら歩くこともあります。

■小難しいことを書かせていただきま

したが、要は、どんな生物調査でも調

査対象となる生き物の生態をよく理解

して、いそうな場所を調査すればちゃ

んと結果は出せる、ということです

ね。

（本社自然環境調査室・佐々木孝太郎）

（原案◆当社O.B.・北川徹／イラスト◆飯塚要）
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Ｂ Ｏ Ｏ Ｋ Ｓ

自然環境マガジン／ネイチャーランド

Nature Land

　　　　　

　　　　然の美しさ・豊かさ、自然を

守る大切さを感じる、今までにない自

然環境マガジンということなので期待

したのですが、創刊号を読み終わって

みて少々物足りない感じを受けました。

どの記事も従来からある環境問題
についての一般的な切り口と同
じ、悪い言い方をすれば二番煎じと

いう感じがします。特集は「森からの

メッセージ」ということで、森のしく

みを教科書的に羅列してみたり、林業

としての森林保護を紹介してみたり、

森林保護が抱える様々な問題を指摘し

たりしていますが、はたしてそれだけ

が森からのメッセージなのでしょうか。

森からのメッセージというテーマな

ら、例えば、森を構成する様々な生物

の持つ不思議な魅力を、最新の生態学

や群集生物学の分野から一般の人にも

わかりやすく紹介することなども、森

の大切さを感じるための重要な要素と

なると思うのですが、そういった内容

を欠いているのが残念です。　　　　

　　（本社自然環境調査室・重昆達也）

　　　　のような雑誌が創刊されると

き、以前ならすごく期待したものであ

るが、最近はそれほどでもない。現在

は自然や環境をテーマにした雑誌やそ

の他のメディアも多く、環境関連の

様々な情報が容易に手にはいる時代に

なった。情報に食傷気味というか、情

報を消化しきれない感じである。その

中で、価値のある情報を集め、たくさ

んの読者に関心を持ってもらい、そし

て購読してもらう。そんな雑誌づくり

は非常に難しいのではないかと思う。

　この雑誌の内容は、自然誌的なもの

から環境問題、エッセイ、インター

ネット情報など幅が広い。広範囲の
情報を得ることが出来る反面、
雑誌の視点がはっきりしない
ような気がする。また、例えば我々の

専門分野であるビオトープ、環境アセ

スの記事についてみると、アセス法制

化や学校でのビオトープづくりの話が

概略的に紹介されているだけで、よく

耳にする話ばかりで新鮮さはなかっ

た。ちなみに、おもしろかった記事は

ケビン・ショートの里山自然博物館。

やはり実際の体験に根ざした記事はお

もしろい。

　広範囲でしかも深くつっこんでいる。

そんな雑誌づくりは難しいと思うが、

今後の編集部の工夫と努力に期待した

い。　　　　（代表取締役社長・高塚敏）

　　　　然環境マガジンとして、こ

れまでにない新しいネイチャー雑誌

を、という主旨で創刊された『Nature

Land』｡たまたま自分の好きな方のイ

ンタビューが載っていたのをきっか

けに読んでみた。本誌は、今までの専

門誌や娯楽・趣味として扱われるOut

door誌とは、ちょっと違う。内容・
情報とも多様である。国内・国
外の情報、身近な環境問題を
取り上げたりしている。創刊号

は、森の特集が掲載されている。森に

ついて幾つかの内容があるが、中でも

大学の演習林勤務をしていた方のコメ

ントを読んでいたらなんだか楽しく

なってきた。

　今後、身近な問題について
もっと具体的に突っ込んだ内
容をとりあげてほしいと思う。

身近ではあるがあまり深刻には考え

られない他人事的要素として受けと

められるような感じがするのである。

　雑誌というだけあり気軽に読める

ので自然や環境問題等に関心を持ち

始めた方に良いと思う一冊である。

　　（本社自然環境調査室・久保裕美）

…
新
雑
誌
創
刊
に
期
待
し
て
率
直
な
感
想
を
…

三人が読む

月刊/A4版98p/定価1000円
発行＝ （株） ネイチャーランド

★書店販売はせず、 TEL ・ FAX ・
インターネットで購読申込受付。
TEL ● 03-5645-2125
【インターネット情報】 アドレス
http://www.natureland.com
e-mail info ＠ natureland.com

自

こ
1997５月号 （創刊号）
特集●森からのメッセージ
６月号 （創刊２号）
特集●ビオトープのある暮らし
７月号 （創刊３号）
特集●水族館であそぼう自



7

Ｒ Ｅ Ｐ Ｏ Ｒ Ｔ Ｓ

という経験はなかったのではないかと

いうことを思い出しました。

　川の自然の豊かさを指標する「ミズ

ガキ」の減少は川をコンクリートで固

め、フェンスを張ったことにより近寄

ることができなくなってしまったこと

や、河川改修を行ったことによって

「ミズガキ」を引きつけるための生き

物が極端に減ってしまったことが原因

だと私は考えています。ですが、この

３つの河川では無表情になっていた河

川を再改修して、一部分ではあります

が流れに変化をもたせたことによっ

て、今までどこにいたのであろうかと

思ってしまうようなオイカワなどの魚

がたくさん泳ぎ、それにつられて「ミ

ズガキ」が集まってくるといったよう

な、時が経つのを忘れてしまう程、見

ていてなんだかしあわせな空間ができ

あがっていたのです。

セミナー＆公開座談会と現地見学会

「水辺、広場、自然復元の世紀」
1997 年５月 11 日～ 12 日

主催●自然環境復元研究会

共催●日本ビオトープ協会,日本環境アセスメント協会、全

国水環境交流会、鎌倉の川びらきの会、よこはまかわを考

える会、よこはま水辺環境研究会、恩田の谷戸ファ

ンクラブ

後援●建設省宮ヶ瀬ダム工事事務所、環境事業団地

球環境基金、 神奈川県、 横浜市、 鎌倉市、 神奈川新聞

社、 東京電力㈱神奈川支店、 東京ガス㈱、 神奈川

中央交通㈱

　セミナー＆公開座談会と見学会は２日間行われ、１日目の現地見

学会では宮ヶ瀬ダム周辺のビオトープ空間やダムを作るために削ら

れた採石場跡地ののり面の緑化手法の見学、多自然型に再改修され

た厚木市玉川や大和市引地川、横浜市いたち川の３河川をまわり、

２日目は鎌倉芸術館ホールで静岡大学教授　杉山恵一氏、日本大学

教授　勝野武彦氏の基調講演の後、公開座談会が行われました。

セミナー＆公開座談会（５月12 日）

●基調講演

　１「景観保全と自然環境復元の立場」‥‥‥静岡大学教授　杉山恵一

　２「ビオトープの理念と実践」‥‥‥‥‥‥日本大学教授　勝野武彦

●公開座談会

　「エコシティのあり方を考える」

　コーディネーター○静岡大学教授　杉山恵一

　パネリスト○菅　孝能 （㈱山手総合計画研究所）・鈴木邦雄（横浜国立大学教授）・田中哲夫

                  （柳とあそぼう引地川実行委員会）・村橋克彦 （横浜市立大学教授）・森　清和

                 （横浜市環境科学研究所）　

現地見学会（５月11 日）

宮ヶ瀬ダム （東沢ビオトープ） →原石山跡地 （ポット苗の森） →厚木市玉川 （多自然型川づくり） →

大和市引地川 （多自然型川づくり） → 「Ａ」 コースまたは 「Ｂ」 コース

　 「Ａ」 →横浜市立舞岡公園 （谷津田の公園化） ／ 「Ｂ」 →横浜市・いたち川 （都市内エコアップ）

■今回の見学会を通して私は沢山の勉

強をさせてもらいましたが、手法はど

うあれ、まず、土があって緑があると

いった自然のかたちに近づけること

が、絶滅危惧種ともいうべき「ミズガ

キ」を救う最善の策であるということ

を再確認しました。

■セミナーでの杉山先生の講演は、

静岡大学校内につくられたビオトープ

空間の事例についてで、実際にどのよ

うなしつらえをし、そのしつらえには

どのような生き物が集まってきたかな

どスライドを中心に行われました。ま

た、私が学生時代にお世話になった

（今でもそうなのですが・・・）勝野先

生の講演では、ドイツを例にとって広

範囲で見たビオトープネットワーク整

備の必要性、多様なタイプの景観と生

態系・ビオトープのつながりがいかに

重要であるかということについて話さ

れました。

■公開座談会では様々なことが話し合

われましたが、これからは市民と行

政、そして学者やコンサルタントが協

力し、一緒になって物事を進めて行か

なくてはならないということが非常に

大事であるということにたどり着きま

した。

　今回、私が一連のセミナーに参加し

て感じたことは、地元地域を愛する市

民団体が多く存在し、そしてその各団

体がとても意欲的に、また真剣に今後

の自然のありかたについて考えている

ということでした。　　　　　

　　　　　（本社業務推進室・井上剛）

■私が今回の見学会で驚き、そして心

に残ったのが玉川、引地川、いたち川

で、釣り竿や、網を手に持ち水中にい

る獲物に目を光らせながら生息してい

る「ミズガキ」です。この「ミズガキ」

という言葉は『日本の川』（構成・監修：

水野信彦・君塚芳輝／発行：草土文化）

という本等で見られますが、大まかに

いえば川の中に入って遊んだり、魚や

ヤゴなどの水中にいる生き物を捕まえ

ようとしている子供のことです。

　私も幼い頃は「ミズガキ」といわれ

る生き物で、田んぼの脇の小川や用水

路で土の穴の中に腕を突っ込み、ドロ

ドロになりながら毎週のようにフナ、

オイカワ、ザリガニやナマズなどを捕

まえに行きすごしていたものですが、

最近ではどこの川もコンクリートで固

められてしまい、ほとんどの川で、と

んとしばらく「ミズガキを見たなぁ」
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写真には、撮り手の被写体に寄せる気持ちが（多少なりとも）表れる。「美

しく撮ろう」と「ああなんてきれいなんだろう」とでは、やっぱりちがう。

内野秀重さんの植物写真は、四角く切り取られたその空間の周りの風景も見せ

てくれる。新作写真集「草のいろ木のかたちⅡ」は、どれもつつましい輝き

をはなつ逸品。「カワラノギク」からは秋のいい匂いまでしてくる。（南谷）

野生生物や自然環境等について真剣に考えている人たちの様々な活動・団体がたくさ

んある。そうした中に貴重な情報が蓄積されている場合があるのをご存じだろうか。

最近、新たにそうした団体が誕生した。「リス・ムササビネットワーク」である

（tel＆fax：045-961-7638/E-mail:ＢＸＱ０１７４７@niftyserve.or.jp）。プロ、

アマを問わず、研究者や純粋に興味を持った人等が交流、情報交換することを目的

としている。会報第１号が出ているので興味のある方は御一読を。（中村）

…
　
　
　
…
　

谷戸の風景

いでしょうか。

谷戸を奥へ進むと、 さらに細い谷が

右、左と分かれています。左の谷戸は、

途中まで段々の水田、 脇にごく細い水

路、谷戸の奥には高茎のヨシ草地や薄暗

い湿地があります。水田にはシュレーゲ

ルアオガエルのオタマジャクシ、畦には

陸に上がったばかりのアカガエルが飛び

跳ねています。 水田には他にマルタニ

シ、ヘイケボタルの幼虫、ホトケドジョ

ウの子供など。水田上をオオシオカラト

ンボが連結飛翔し、アジアイトトンボが

稲に止まっています。静かにしていると

樹林、河川、草地、谷戸、

溜池といった名前でくくられる

ビオトープは、 地域、 地形や

人の利用によってさらに多様な

タイプに細分化されます。 私

は、 仕事で少々、 ビオトープ

作りのアイデアを考えたり、

ビオトープの調査をする関係

で、 個人的にどこかへ出かけ

た場合でも、 時折風景を見

て、 勝手に 「○○タイプの△

△ビオトープかな」 と考える

ことがあります。 私の住まい

は多摩丘陵にありますが、 こ

こでは急速な開発によって多く

のビオトープが姿を消しています。

しかしおなじみの風景のなかには、

まだこの地域特有のタイプのビオ

トープが残されており、そこはビオ

トープの教材としても大事なんじゃ

ないかと思います。ここでは、私の

好きな小さな谷戸の６月ごろの生き物の様

子から、その谷戸のビオトープのタイプ

を考えてみることにします。

谷戸の入り口付近には水田、畑地が広

がっています。水田は排水の良い乾田で

すが、今は水が入っています。シオカラ

トンボが旋回飛翔し、足下の水面に眼を

移すと自分の歩く振動を感じたのか、ア

マガエルのオタマジャクシが一斉に遠くへ

泳いでいく様が見えます。道端、畑地脇

の草地には、 ヨモギ、 タンポポ、 ハル

ジョオンといった背の低い草本が生えてい

ます。平地の里のビオトープといえばよ

ツチガエルの鳴き声も聞こえてき

ました。地下水位が高く冬も水が

残るこの水田では、さっきの入り

口の水田より多くの生き物がいる

ようです。水路にはカワニナ、ホ

トケドジョウ、サワガニ、奥の草

地にはカヤネズミの巣もありまし

た。ここは、水に恵まれた谷戸の

地形条件のもとに、多様な環境の

要素が配置されています。多くの

生き物が棲む、多摩丘陵本来の谷

戸のビオトープと呼んでいいかも

しれません。

今度は、右の谷へ入ります。こ

こはさっきの谷戸よりやや大きい

のですが、水田放棄地が続いて、大

体高茎のヨシ草地になっています。

谷戸の中を見通すのは困難です。谷

戸のヨシ草地タイプ、簡単に決めら

れそうです。さっきの谷戸と土地の

条件はそんなに変わらないのでしょ

うが、見た目にもかなり違っています。

優劣は別にして、谷戸という地形にお

いて、条件の違いで異なったタイプが成

立するという一例だと思います。

いろいろなタイプのビオトープが姿を

消しつつありますが、 まず周囲のビオ

トープのタイプを観察し、その成り立ち

やそこに棲む生き物との関係を考えること

は、今後いろんな地域のビオトープを復

元する時に役に立つのではないでしょう

か。（本社生態技術研究室・裏戸秀幸）

FROM OUR FIELDS Y A T O

ある日のフィールド・ノートから


